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千代田大橋旧橋トラス桁の解体 
―架設桁工法によるコスト縮減について― 

 
帯広開発建設部 帯広道路事務所 ○城戸優一郎 

                   倉西 秀夫     

池田  博 
 
 旧千代田大橋は、中央径間部を昭和 29 年に架けられた曲弦ワーレントラス桁、側径間部を

昭和 41 年にかけられたポステンＴ桁であり、橋長 706ｍ、幅員 6ｍの橋梁である。旧橋が狭小

幅員であり、また H15 年の十勝沖地震の際に橋脚に損傷を受けたため、平成 17～19 年度に 11

径間連続細幅箱桁橋に架替えを行った。 

旧橋解体にあたり、中央径間部のトラス桁は十勝川の低水路部に架設されており、河川条件

および漁組の条件を満足させる解体方法が必要となった。そこで、この制約条件、工期及び経

済性の観点よりトラス桁の解体工法を比較検討し最も優れる「架設桁工法」にて解体を行った。 
 

キーワード：トラス桁、解体、工期短縮、コスト縮減  
 

1.  旧千代田大橋の概要 

旧千代田大橋は、一般国道 242 号の池田町と幕別町

の間を流れる十勝川に昭和 29 年、十勝川を渡る３番目

の道路橋として、総工費 1 億 5000 万円（当時）をかけ

て完成した。建設以前は、渡船により馬車やバスなど

を対岸に渡しており、その役目も旧橋の完成をもって

役割の交代が行われた（図1，図2）。 

平成 15 年十勝沖地震（震度６弱）により、橋脚に大

きな被害が生じ、緊急復旧・応急復旧を実施し、地震

計を用いた管理体制の中、新橋の架替えを行った。 

新橋は、安全安心な橋を早期に供用するための工期

短縮、および狭小幅員の解消を目的に、11 径間連続細

幅箱桁（橋長705ｍ,幅員10.5m）が施工された。着工か

ら開通まで3年2ヶ月で建設し供用された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  2.  旧千代田大橋の解体計画 

(1)   トラス解体における制約条件 
旧橋の解体に当たっては、河川協議等により、以

下の制約条件があった。 

①新橋と近接橋梁となるため、着工から 5 年以内に

旧橋を解体する必要がある。 

②架設時阻害率 非出水期（12月～3月）15％以内 

            出水期 (4月～11月)  10％以内 
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表1 千代田大橋の経緯 

図1 旧橋完成による渡船との世代交代 
（十勝支庁ホームページより） 

図2 旧千代田大橋側面図 ＊ポステンＰＣ単純Ｔ桁（以下 ＰＣＴ桁） 
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③漁組協議による制約 低水路工事 

 11/25～3/25のみ許可 

以上より、解体における制約条件は以下の通りとなる。 

①解体にかけられる期間は２年以内となる。 

②低水路橋脚２基を、初年度及び次年度の非出水期

に１基毎に解体する必要がある。 

③低水路トラス橋は、初年度の非出水期の橋脚解体

までに撤去する必要がある。 

以上の結果、低水路トラス橋は８ヶ月以内（4 月か

ら 11 月）に解体および桁下空間を使わない（ベント等

の支持を行わない）工法で解体することが条件となる。 

  
(2)   桁下空間を使わないトラス解体工法 
本橋は静定トラス構造となるため、１部材の撤去に

より不安定化を招く構造である。したがって、ベント

などの支持を用いないで、解体する場合は、１スパン

を一括で解体する必要があり、トラッククレーンによ

る解体や台船による解体が考えられる。しかし、両工

法は「トラッククレーンの能力」および「水深の浅

い」ことから本橋に適さない。そこで、ベントを用い

ないで各点を支持し、かつ、桁下空間を使わない解体

工法を採用する必要があった。考えられる工法として

は『第１案架設桁による解体』『第２案ケーブルクレ

ーンによる解体』が挙げられ、以下に各工法の特徴を

示す。 
【第１案 架設桁による解体工法】 

架設桁によりトラスの各点を吊り支持させ、小型ジ

ブクレーンにより部材を解体する工法である。部材の

運搬・架設桁の組立・解体には構台が必要となるが、

側径間の既設 PCT 桁を構台として利用することで、コ

スト縮減が図れる（図3）。 
 
 
 
 
 
 
 
【第２案 ケーブルクレーンによる解体工法】 

ケーブルクレーンによる解体は、ハンガーケーブル

によりトラスの各点を直吊し、ケーブルクレーンによ

り部材を解体する工法である（図4）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
２案の比較の結果（表 2）、工事費で 10％程度架設

桁工法が経済的となった。さらに、ケーブルクレーン

による解体工法は、工期を満足できない。これにより、

『架設桁による解体工法』を採用した。 

 

 

 

 

2.  架設桁工法による旧千代田大橋の解体 

 (1)   施工ステップ 
ＲＣ床版は、橋梁上より撤去後、以下のステップを

実施した。 
Step１ 

既設 PCT桁上で、架設桁の組立 
 
 
 
Step2 
架設桁が前進し、桁を吊り支持 
ジブクレーンにより桁の解体 
 
 
 
 
Step3 
架設桁を引戻し、桁を吊り支持 
ジブクレーンにより桁の解体 
 
 
 
 
Step4 
架設桁を引戻し、桁を吊り支持 
ジブクレーンにより桁の解体 
 
 
 
 
Step5 
架設桁を既設PCT桁上に引戻し 
既設 PCT桁上で、架設桁解体 
 
 
 
 

工程 コスト

第１案 架設桁による解体工法 7.1ヶ月 2.3億円（1.00）

第２案 ケーブルクレーンによる解体工法 9.2ヶ月 2.5億円（1.09）

架設桁 

既設PCT桁 

図3 架設桁による解体工法 

図4 ケーブルクレーンによる解体工法 

表2 解体工法の比較 

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11

ジブクレーン 

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11
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Step6 
既設 PCT桁を解体 
 
 
 
 

3.  構造解析 

解体のステップにおいて、特に留意すべき点として

は、以下の項目が挙げられる。 

①架設桁に本体トラス橋の重量を移行するため、架設

桁の安定性に対する検証 

②トラス橋の各部材を逐次解体する際の、トラス橋の

安定性に対する検証 

これらを検証するため、ステップ計算により応力照査

を行った。 

（1）架設桁の安定性の検証 

 架設桁の検証においては、送り出し、および引き戻

し時の各ステップと、トラス橋重量が架設桁に移行す

る際の作用力を集計し、最大作用力で、架設桁を設計

した。その結果、先端部が２主桁、その他は４主桁の

架設桁が必要となった（図5 図6）。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）トラス橋の安定性の検証 

 トラス橋は、部材の解体ステップ毎に各部材の作用

力を算出し、座屈安定性の検証を行った。結果、補強

材等を用いないで、解体が可能であることを検証した

（図7）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 曲げモーメント図 

4主桁 

2主桁 

図6 変形図 

P-6 P-7 P-8 P-9 P-10 P-11

手延べ桁 

図7 トラス橋の解体ステップ 
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4.  現場施工 

現場施工状況を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8 軌条設備 

図9 架設桁送り出し状況 

図10 トラス吊下げ状況 

図11 ジブクレーンによる解体状況１ 

図12 ジブクレーンによる解体状況2 

図13 ジブクレーンによる解体状況3 

図14 架設桁引き戻し状況 

図15 桁撤去状況 
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5.  まとめ 
本工事で採用した、『架設桁工法による解体』によ

り、河川条件および工程などの厳しい制約条件を満足

でき、さらに、既設ＰＣＴ桁を構台に利用することで

コスト縮減を図ることができた。今後更新を迎える橋

梁の増加が予想される中、本工事例が参考になればと

考える。 

 旧千代田大橋の完成によって、渡船に頼る住民の暮

らしは格段に向上した。その後、橋を受け継いだ技術

者達は、ケーソンの洗掘や鋼部材の損傷、コンクリー

トの劣化等にも対応し、地域の生命線を守る責務を果

たしてきたと考える。 

旧橋完成から 54 年を経て二代目千代田大橋が誕生

した。地域の歴史や文化、人々の記憶も含め、バトン

は新橋に渡された。新旧橋梁の交代に携わり、我々は

橋そのものだけではなく、設計から建設に携わった多

くの技術者の想いも共に引き継いでいるということ強

く実感した。 

今後、橋梁分野における既存ストックの有効活用と

維持管理技術への要求は、ますます多様化かつ高度化

するであろう。 

我々は先人の熱意や苦労に想いを馳せ、橋梁を守る

責務を果たしていかなければならない。 
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